
「
持
続
可
能
な
快
適
居
住
都
市
」を
め
ざ
し

た「
Ｌ
ｉ
ｖ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ

Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
」構
想

今
回
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
近

代
的
な
大
都
会
で
あ
り
な
が
ら
、
水
辺
の

風
景
や
緑
の
多
さ
な
ど
、
カ
ナ
ダ
西
海
岸

の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
景
観

と
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
然
と
整
備
さ

れ
た
街
並
み
の
美
し
さ
が
世
界
に
有
名
な

「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
」
に
お
け
る
「
地
域

（
ま
ち
）
づ
く
り
」
で
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
の
面
積
は
約

１
１
４
平
方
㌔
㍍
、
２
０
０
８
年
２
月

現
在
の
人
口
は
約
６０
万
人
で
、「
ト
ロ
ン

ト
」、「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
」
に
次
ぐ
カ
ナ

ダ
国
内
第
３
位
の
都
市
で
す
。

１
８
８
６
年
に
市
政
が
施
行
さ
れ
て
以

来
、
太
平
洋
岸
の
主
要
な
港
湾
都
市
と
し

て
、「
商
・
工
業
」、「
金
融
」、「
観
光
」、

「
文
化
」
な
ど
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ

ン
ビ
ア
（
Ｂ
Ｃ
）
州
の
中
枢
都
市
と
し
て

成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
町
並
み

を
倣
っ
て
都
市
計
画
を
策
定
し
た
と
さ
れ

る
「
札
幌
市
」
の
面
積
は
約
１
１
２
１

平
方
㌔
㍍
、
人
口
が
約
１
９
０
万
人
で

す
の
で
、
市
域
が
約
１０
分
の
１
、
人
口
が

約
３
分
の
１
の
規
模
で
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
、「
メ
ト
ロ
バ
ン
ク

ー
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

を
核
と
し
た
Ｂ
Ｃ
州
南
西
部
地
域
一
帯
の

２１
市
町
村
と
１
選
挙
区
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
都
市
圏
に
よ
る
広
域
行
政
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
面
積
は
約

２
９
０
０
平
方
㌔
㍍
で
、
人
口
は

１
９
６
７
年
の
発
足
当
時
は
約
９５
万
人

で
し
た
が
、
２
０
０
６
年
末
で
約

２
１
０
万
人
と
な
り
、
面
積
・
人
口
と

も
に
、
札
幌
市
と
隣
接
す
る
石
狩
市
・
当

別
町
・
江
別
市
・
北
広
島
市
・
恵
庭
市
を

加
え
た
５
市
１
町
の
生
活
圏
が
同
規
模
と

な
り
ま
す
。

地
勢
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
海
峡
に
面
し
、

沖
合
は
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
と
国
境
を
接
し
て
い

最
新
カ
ナ
ダ
事
情
３

カ
ナ
ダ
に
お
け
る「
地
域
づ
く
り
」に
つ
い
て

５年連続で「世界一住みやすい街」に選ばれたバンクーバー

碁盤の目のように整備されたバンクーバー市街

�
桑
紀
和

�
つ
う
け
ん
ア
ド
バ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
ズ

担
当
部
長

元
�
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
職
員
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ま
す
。
主
な
産
業
は
、「
木
材
加
工
」・「
金

属
加
工
」・「
製
油
」・「
食
品
加
工
」・「
印
刷
」

・「
金
融
」
な
ど
で
、
鉄
道
と
高
速
道
路
が

集
中
し
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
「
シ
ー
・
ア

イ
ラ
ン
ド
」
に
は
近
代
的
な
国
際
空
港
が

あ
り
ま
す
。

メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
都
市
圏

全
体
の
「
地
域
計
画
」・「
上
下
水
」・「
住

宅
」・「
交
通
」・「
雇
用
」・「
環
境
」・「
リ
サ
イ

ク
ル
」・「
水
」・「
森
林
」・「
公
園
」
な
ど
に

関
す
る
資
源
と
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
で
、
バ

ン
ク
ー
バ
ー
市
を
中
心
と
し
た
都
市
圏
全

体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
６
年
、
メ
ト
ロ
バ
ン
ク
ー
バ

ー
は
「
快
適
居
住
地
域
化
構
想
」
を
策
定

し
、「
緑
と
環
境
の
保
全
」、「
コ
ン
パ
ク

ト
で
機
能
的
な
都
市
圏
の
形
成
」、「
統
合

的
で
質
の
高
い
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」、「
地
域
活
性
化
」
な
ど
の
目
標
を
掲

げ
、
各
自
治
体
の
地
域
づ
く
り
の
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多
機
能
で

利
便
性
の
高
い
中
心
市
街
地
「
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
」
と
、
快
適
な
生
活
空
間
を
担
う
郊

外
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
「
ア
ッ

プ
タ
ウ
ン
群
」
を
、
公
共
交
通
に
よ
っ
て

有
機
的
に
結
ん
だ
「
快
適
な
生
活
都
市

圏
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
急
激

な
発
展
に
よ
る
市
街
地
が
無
計
画
・
無
秩

序
に
郊
外
に
広
が
っ
て
い
く
「
ス
プ
ロ
ー

ル
現
象
」
の
抑
制
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

５
年
連
続
で
選
ば
れ
た

「
世
界
一
住
み
や
す
い
街
」

毎
年
１０
月
、
英
国
の
「
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
」
系
列
の
調
査
機
関
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ユ
ニ
ッ
ト
」

が
、
世
界
の
１
３
０
都
市
を
対
象
に
、

人
口
に
対
す
る
「
病
院
・
福
祉
施
設
」・

「
公
共
施
設
」・「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
」
等
の
数
や
利
用
頻
度
、「
交
通
機
関
」

・「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
整
備
状
況
、「
物

価
」・「
人
口
」
の
増
減
な
ど
の
デ
ー
タ
を

総
合
的
に
評
価
し
、
住
み
や
す
さ
を
『
生

活
の
困
難
度
』
で
表
し
た
指
数
を
「
人
口

の
安
定
性
」・「
医
療
・
保
健
」・「
文
化
と
環

境
」・「
教
育
」・「
社
会
構
造
」
の
５
分
野
を

更
に
４０
項
目
に
細
分
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

困
難
度
を
０
〜
１
０
０
％
で
評
価
し
た

結
果
を
基
に
格
付
け
し
た
も
の
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

そ
の
調
査
で
２
０
０
７
年
、
バ
ン
ク

ー
バ
ー
は
５
年
連
続
で
「
世
界
一
住
み
や

す
い
街
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
上
位
１０
傑

は
、
同
率
２
位
が
「
メ
ル
ボ
ル
ン
」、「
ウ

ィ
ー
ン
」、「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
」
で
、
同
率
５

位
が
「
パ
ー
ス
」、「
ア
デ
レ
ー
ド
」、「
シ

ド
ニ
ー
」、「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
」、「
ト
ロ
ン

ト
」、「
カ
ル
ガ
リ
ー
」
と
な
っ
て
い
る

他
、
１６
位
に
「
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
」
が
入

選
し
て
お
り
、
上
位
２０
傑
に
カ
ナ
ダ
の
４

都
市
が
入
選
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
日
本
の
都
市
は
、
同
率
１６

位
に
「
東
京
」、
同
率
２０
位
に
「
大
阪
」

が
入
選
し
て
い
ま
す
。

「
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
」
に
よ
る
特
色

あ
る
発
展

カ
ナ
ダ
政
府
は
１
９
７
０
年
代
の
ト

ル
ド
ー
政
権
下
で
、
移
民
を
多
く
受
け
入

れ
、
多
民
族
文
化
を
奨
励
し
、「
カ
ナ
ダ

に
は
、
ひ
と
つ
の
公
的
文
化
と
い
う
も
の

は
存
在
し
な
い
。
い
か
な
る
民
族
文
化
も

他
の
民
族
文
化
よ
り
優
位
で
は
な
い
」

と
、
多
文
化
主
義
の
本
質
を
説
い
て
以

来
、
多
民
族
を
肯
定
的
に
捉
え
る
政
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

１
９
８
８
年
に
は
、「
カ
ナ
ダ
多
文
化

主
義
法
」
が
制
定
さ
れ
、
多
様
な
各
民
族

の
伝
統
文
化
の
保
護
・
育
成
に
力
を
入
れ

た
続
け
た
結
果
、
自
然
環
境
と
都
市
文
化

の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
発
展
を
背
景
に
、
世

界
各
国
か
ら
の
移
民
が
急
増
し
、
入
植
し

た
地
域
に
お
い
て
、
秩
序
を
保
ち
つ
つ

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
民
が
祖
国
の
文
化
が

尊
重
さ
れ
、「
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
」
に

よ
る
特
色
あ
る
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
多
文
化
主
義
制
度
の
シ
ン
ボ
ル

的
存
在
は
、
朱
色
に
塗
ら
れ
た
門
や
電

ダウンタウンで最も賑やかな地域のひとつ「ロブソンストリート」

広域行政地域「メトロバンクーバー」

３７ HOPPOKEN ２００８SPRING VOL．１４３



柱
、
原
色
の
ネ
オ
ン
な
ど
を
設
置
し
た
中

国
系
の
店
や
旅
館
な
ど
が
沿
道
に
連
な

り
、
辺
り
で
は
中
国
語
が
飛
び
交
う
北
米

最
大
級
の
規
模
を
誇
る
「
中
華
街
」
で

す
。
１９
世
紀
後
半
以
降
、
鉄
道
や
道
路
、

港
湾
建
設
の
労
働
者
、
西
海
岸
の
漁
業
従

事
者
と
し
て
、
中
国
本
土
か
ら
労
働
者
を

多
く
受
け
入
れ
、
そ
の
後
、
台
湾
、
香
港

な
ど
か
ら
の
多
く
の
移
民
に
よ
っ
て
ダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
の
南
東
地
域
に
中
国
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
が
栄
え
ま
し
た
。

現
在
、
中
華
街
の
名
物
と
し
て
、
門
の

装
飾
の
多
く
に
最
新
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
が
用

い
ら
れ
、
黄
色
い
屋
根
に
特
殊
な
ラ
ミ
ネ

ー
ト
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
経
年

劣
化
し
難
い
と
さ
れ
る
中
国
以
外
で
最
大

規
模
の
「
中
華
街
二
千
年
紀
門
」
や
、
カ

ナ
ダ
に
お
け
る
中
国
系
移
民
の
繁
栄
と
調

和
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
た
中
国
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
「
中
華
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
他
、
蘇

州
か
ら
庭
師
が
派
遣
さ
れ
、
作
庭
材
料
の

ほ
と
ん
ど
が
中
国
か
ら
運
び
込
ま
れ
、
中

国
以
外
で
造
ら
れ
た
本
格
的
な
明
朝
様
式

の
「
孫
文
庭
園
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
５
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
の
週
末
は
、
表
通
り
に
１
０
０
件
以

上
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
る
「
夜
市
」
が
催

さ
れ
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
所
に
な
っ

て
い
る
他
、
２
０
０
０
年
以
上
前
に
中

国
で
始
ま
っ
て
以
来
、
世
界
各
国
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
祭
」
が

６
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
、
民
族
を
問
わ
な

い
１
０
０
以
上
の
地
元
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
カ
ナ
ダ
に
移
入
さ
れ
た
中
国
人
文
化

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
他
、
か
つ
て
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の

北
に
、「
リ
ト
ル
東
京
」・「
リ
ト
ル
横
浜
」

と
呼
ば
れ
た
「
日
本
人
街
」
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
日

系
カ
ナ
ダ
人
は
財
産
を
没
収
さ
れ
て
内
陸

部
の
日
系
人
収
容
所
に
連
行
さ
れ
、
戦
後

に
解
放
さ
れ
た
日
系
人
は
カ
ナ
ダ
全
域
に

広
く
散
ら
ば
る
な
ど
し
た
結
果
、
現
在
で

は
、「
バ
ン
ク
ー
バ
ー
仏
教
会
」、「
バ
ン

ク
ー
バ
ー
日
本
語
学
校
」、「
日
系
会
館
」

を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
廃
墟
化
し
、
毎

年
８
月
に
行
わ
れ
る
日
系
社
会
の
イ
ベ
ン

ト
「
パ
ウ
エ
ル
祭
」
以
外
に
、
今
で
は
そ

の
面
影
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
近
年
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

「
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
」
地
域
に
、
日
系
の

小
売
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
数
出
店
し
、

「
リ
ト
ル
銀
座
」
と
呼
ば
れ
る
「
新
日
本

人
街
」
が
新
た
に
創
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
ヘ
ル
シ
ー
さ
が

認
知
さ
れ
て
世
界
的
に
人
気
を
博
し
て
い

る
「
日
本
食
」
が
深
く
浸
透
し
て
お
り
、

「
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
」、「
居
酒
屋
」、「
寿

司
屋
」
が
多
く
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は

「
回
転
寿
司
」
が
出
店
す
る
な
ど
、
す
っ

か
り
日
本
食
文
化
が
定
着
し
て
お
り
、
英

語
化
さ
れ
た
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
」
は
、
今
や

チャイナタウンのシンボル「中華街二千年紀門」

中国系コミュニティーの中心的役割「中華文化センター」

ダウンタウン随所にある日系小売店

UBCキャンパス北部にある「新渡戸記念庭園」
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バ
ン
ク
ー
バ
ー
名
物
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
文
化
の
象
徴
の
ひ
と
つ
に

「
日
本
庭
園
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
代

表
例
は
、
旧
５
０
０
０
円
札
の
肖
像
画

だ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
札
幌
農
学
校

（
現
北
海
道
大
学
）
出
身
（
後
に
教
授
）

の
「
新
渡
戸
稲
造
博
士
」（
ビ
ク
ト
リ
ア
で

客
死
）
を
し
の
ぶ
本
格
的
な
純
和
風
の

「
新
渡
戸
記
念
庭
園
」
が
Ｕ
Ｂ
Ｃ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
北
部
に
あ
り
ま
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
け
る
「
地
域
づ

く
り
」
の
要
諦

劇
的
な
変
化
を
遂
げ
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
地
域
が
、
美
し
い
内
湾
の
「
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
・
ベ
イ
」
に
面
し
た
ビ
ー
チ
を
擁

し
、
対
岸
の
「
ノ
ー
ス
シ
ョ
ア
」
の
山
々

の
眺
望
が
素
晴
ら
し
く
、
現
在
、
バ
ン
ク

ー
バ
ー
で
最
も
人
気
が
高
い
地
域
「
キ
ッ

ツ
ラ
ノ
」
で
す
。

約
４０
年
前
、「
人
口
増
加
」
や
「
急
速

な
都
市
発
展
」
に
伴
う
環
境
問
題
が
表
面

化
し
た
時
代
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
な

ど
か
ら
「
伝
統
・
制
度
な
ど
の
既
成
の
価

値
観
に
縛
ら
れ
た
社
会
生
活
の
否
定
を
信

条
と
し
、
自
然
へ
の
回
帰
」
を
提
唱
す
る

「
ヒ
ッ
ピ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
や
か
ら
が
多

く
流
れ
込
ん
だ
結
果
、
一
時
期
こ
の
地
域

は
、
ア
ン
チ
都
市
文
明
の
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化

が
宿
り
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
け
る
ヒ
ッ

ピ
ー
活
動
や
「
環
境
・
自
然
保
護
」
運
動

の
拠
点
と
な
り
ま
し
た
。
１
９
６
９
年

に
は
、
環
境
保
護
団
体
「
グ
リ
ー
ン
ピ
ー

ス
」
の
前
身
組
織
「
波
を
立
て
る
な
委
員

会
」
が
こ
の
地
で
発
足
し
、
か
つ
て
は
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
の
本
部
が
置
か
れ
て
い

た
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、「
西
四
番
街
」
を
中
心
に
大
規

模
な
再
開
発
が
行
わ
れ
、
お
洒
落
で
個
性

豊
か
な
「
本
屋
」、「
劇
場
」、「
ブ
テ
ィ
ッ

ク
」
の
他
、
眺
め
の
良
い
「
レ
ス
ト
ラ

ン
」、「
バ
ー
」
な
ど
が
立
ち
並
び
、
地
元

住
民
か
ら
「
キ
ッ
ツ
」
と
呼
び
親
し
ま

れ
、
現
在
で
は
、「
ヤ
ッ
ピ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
「
高
学
歴
」
の
エ
リ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
や
専
門
職
な
ど
が
多
く
住
む
「
洗
練

さ
れ
た
高
級
住
宅
街
」
に
変
化
を
遂
げ
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、

「
交
通
利
便
性
の
向
上
」、「
公
共
空
間
の

充
実
」、「
地
域
の
価
値
創
造
」、「
多
様
性

の
重
視
」、「
地
域
の
誇
り
・
連
帯
感
の
醸

成
」、「
市
民
参
加
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
し
た
『
持
続
可
能
な
快
適
居
住
性
』
の

考
え
方
を
基
本
に
、「
地
域
経
済
」、「
伝

統
文
化
」、「
景
観
」、「
自
然
」、「
生
物
」

な
ど
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
目
を
向
け
、
な
お

か
つ
時
流
を
見
極
め
た
総
合
的
な
地
域
振

興
策
や
再
開
発
な
ど
が
施
さ
れ
、「
人
に

優
し
く
、
地
球
に
優
し
い
」
理
想
の
地
域

づ
く
り
を
意
欲
的
、
意
識
的
に
取
り
組
ん

だ
結
果
、「
世
界
一
住
み
や
す
い
街
」
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊富な品揃えの「キッツラノ」のおしゃれな書店

キッツラノ・ビーチから見た対岸の「ノースショア」
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